
2025年 稲　作　ご　よ　み Ｊ　Ａ　福　岡　京　築
京築普及指導センター

【「選ばれる京築の米づくり」の目標】

月　別
旬　別

水管理

生　育 田植

田植

分げつの確保 穂肥 出穂 成熟

夢
　
つ
　
く
　
し

防
　
除
　
例

○
箱
施
薬
（
下
表
参
照
）

６
中 下上

７
中 下上

８
中 下上

９
中 下上

10
中上

こ
の
栽
培
暦
は
Ｊ
Ａ
米
の
生
産
基
準
を
兼
ね
て
い
ま
す
。生
産
履
歴
を
必
ず
記
帳
し
出
荷
時
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

①種子更新100％（購入種子もしくは購入苗）
②生育に応じた適正な水管理
③病害虫防除徹底
※イネカメムシの被害により品質、収量低下が拡大しています。
　防除を徹底しましょう。
④乾燥調製後の適正玄米水分14～15％の確保

【各品種の平坦地における生育の目安及び特性】
穂発芽

難

難

難

難

倒伏

中

やや弱

やや弱

極強

いもち

弱

弱

やや弱

やや弱

品　　種

夢 つ く し

元気つくし

ヒノヒカリ

ヒヨクモチ

田植時期

6/5～15

6/10～20

6/15～25

6/20～30

出穂期

8/6～9

8/15～19

8/24～28

9/6～9

成熟期

9/10～15

9/22～27

10/4～9

10/26～31

注）農薬使用については蜜蜂の影響を考慮し
　　適時適切な防除を心掛けて下さい。

下

○
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

ス
ク
ミ
ノ
ン
　
１
〜
４
㎏

○
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

ス
ク
ミ
ノ
ン
　
１
〜
４
㎏

粉剤・粒剤体系
出穂期 出穂7日後

出穂2週間前 出穂期

粉
剤

粒
剤

浅水たん水 中干し
強度な中干しは避ける
7～10日程度行う
（20本／株）

落水（落水の目安は収穫１週間前）

間断かん水 落水（落水の目安は収穫１週間前）

※カメムシを出穂期以降ほ場で見かけたら直ちに防除しましょう

補
正
防
除

基
幹
防
除

水管理

田植後 0日

0日

＋10日

＋10日
＋10日 ＋20日

＋10日 ＋20日 ＋38日
＋20日

＋20日
－20日 －10日

－10日
－10日

－20日
－20日

0日

0日
0日

＋20日＋10日 ＋40日

＋35日前後
＋34日

＋35～40日前後

出穂前

田植後
出穂前

生　育 分げつの確保
元気つくし

ヒノヒカリ
元気つくし

ヒノヒカリ

元
気
つ
く
し
・
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

防
　
除
　
例

○
箱
施
薬
（
下
表
参
照
）

○
紋
枯
病

リ
ン
バ
ー
粒
剤
　
３
〜
４
㎏

○
紋
枯
病

リ
ン
バ
ー
粒
剤
　
３
〜
４
㎏

浅水たん水 中干し
強度な中干しは避ける
7～10日程度行う
（20本／株）

間断かん水

（R6.11作成）

カメムシによる斑点米ホソハリカメムシイネカメムシ成虫

斑点米の粒数と玄米の等級の関係

紋枯病

等級

玄米1,000粒中の
斑 点 米 粒 数 1粒以下 2～3粒 4～7粒 8粒以上

１等 ２等 ３等 規格外

穂肥 元気つくし 出穂 成熟
成熟穂肥 ヒノヒカリ 出穂

○
い
も
ち
病

コ
ラ
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ン
ボ
Ｐ
　
５
０
０
ｇ
（
10
個
）

○
い
も
ち
病

コ
ラ
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ン
ボ
P
　
５
０
０
ｇ
（
10
個
）

ミナミアオカメムシ成虫

箱施薬の使用基準

薬　剤　名 施用時期
フルスロットル箱粒剤

防人箱粒剤

は種時（覆土前）～移植当日

は種時（覆土前）～移植当日

施用量対象病害虫

1箱当たり50g
ウンカ類・いもち病・紋枯病

ウンカ類・いもち病

箱施薬の効果を最大限に活かす為に、１箱当たり50ｇをムラなく確実に散布しましょう。（少ないと効果が薄れる）

施肥基準（10a当たり）

夢 つ く し

元気つくし

ヒノヒカリ

ヒヨクモチ

項目 基肥（側条施肥）
ベスト444
（14-14-14）

30kg

35kg

35kg

40kg

品種

一発施肥
Jコート2000(15kg袋)

(20-10-10)

側条施肥35㎏　全層施肥40㎏
砂地土壌、漏水田では､
1割程度増肥しましょう

側条施肥50㎏　全層施肥60㎏

穂　　肥

15kg

20kg

20kg

ベスト444
（14-14-14）

1回目20kg  2回目10kg
注）①大豆跡では、基肥を50％減肥し、一発肥料は使わないようにしましょう。
②レンゲ跡では、レンゲの生育に応じて基肥を減肥し、一発肥料は使わないようにしましょう。
③近年、高温が続いて一発肥料の早効きが懸念されています。場合によっては、追肥が必要になります。

○
カ
メ
ム
シ
類

ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ
　
２
５
０
ｇ

○
カ
メ
ム
シ
類

ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ
　
２
５
０
ｇ

ＬＩＮＥのお友達登録で
栽培管理情報が届きます。

田
植
後
す
ぐ
に
散
布
（
収
穫
60
日
前
ま
で
）

田
植
後
す
ぐ
に
散
布
（
収
穫
60
日
前
ま
で
）

農
薬
散
布
時
に
は
使
用
基
準
を
遵
守
し
、
周
辺
作
物
へ
の
飛
散
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！！

ノンブラストレバリダ粉剤DL 4㎏

ゴウケツモンスター粒剤 3㎏

エクシード粉剤DL 3㎏

スタークル豆つぶ 250g

上記除草剤を散布後、雑草が残った場合、下記除草剤を使用しましょう。
注）液剤やEW剤を使う場合、水70～100ℓ/10aに希釈する。中後期除草剤（10a当たり）

ヒエのみ
●クリンチャー１キロ粒剤　１ｋｇ

移植後７日～ノビエ4.0葉期まで（但し収穫30日前まで）

●クリンチャーEW　　  100P

移植後20日～ノビエ6.0葉期まで（但し収穫30日前まで）

湛水散布

落水散布

広葉のみ
●バサグラン粒剤　3～4㎏

移植後15日～収穫45日前まで

●バサグラン液剤　500～700P

移植後15日～収穫45日前まで

ごく浅く湛水散布

落水散布

●ワイドショット１キロ粒剤　1㎏

移植後15日～ノビエ4.0葉期まで（但し収穫45日前まで）

●クリンチャーバスME液剤 1000P

移植後15日～ノビエ5.0葉期まで（但し収穫50日前まで）

ヒエと広葉

湛水散布
●レブラスジャンボ　１袋（10個）400ℊ

移植後14日～ノビエ4.0葉期まで（但し収穫60日前まで）
湛水散布

落水散布

初期除草剤使用基準（10a当たり）
注）同一除草剤の連年使用は抵抗性雑草の発生原因となるので定期的に薬剤を切替ましょう。

1キロ

1キロウィニングラン1キロ粒剤
移植時～ノビエ2.5葉期まで(但し移植後30日まで)

エンペラー1キロ粒剤
移植時～ノビエ3.0葉期まで(但し収穫60日前まで)

500P

500Pウィニングランフロアブル
移植時～ノビエ2.5葉期まで(但し移植後30日まで)

エンペラーフロアブル
移植時～ノビエ3.0葉期まで(但し移植後30日まで)

粒　剤 フロアブル剤 投込み剤

1袋
（10個）

1袋
（10個）

ウィニングランジャンボ
移植直後～ノビエ2.5葉期まで(但し移植後30日まで)

エンペラージャンボ
移植直後～ノビエ3.0葉期まで(但し移植後30日まで)

除草剤使用上の注意点
①極端な浅植え及び植付不良で
根が田面に露出している水田
では薬害が出やすいので、注
意しましょう。
②田面が露出しないよう湛水し
（5㎝程度）、散布後7日間は
落水やかけ流ししないように
しましょう。

◎出穂 ◎出穂7日後
○
カ
メ
ム
シ
類
・
ウ
ン
カ
類

エ
ク
シ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

　2
0
0
0
倍

○
穂
い
も
ち
　
　 

○
紋
枯
病

ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
バ
リ
ダ
フ
ロ
ア
ブ
ル

　1
0
0
0
倍

○
カ
メ
ム
シ
類
・
ウ
ン
カ
類

エ
ク
シ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

　2
0
0
0
倍

◎出穂 ◎出穂7日後
○
カ
メ
ム
シ
類
・
ウ
ン
カ
類

エ
ク
シ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

　2
0
0
0
倍

○
穂
い
も
ち
　
　 

○
紋
枯
病

ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
バ
リ
ダ
フ
ロ
ア
ブ
ル

　1
0
0
0
倍

○
カ
メ
ム
シ
類
・
ウ
ン
カ
類

エ
ク
シ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

　2
0
0
0
倍

トビイロウンカ



主
　
な
　
作
　
業

作
　
業
　
内
　
容
　
と
　
留
　
意
　
点

福
　
岡
　
京
　
築

京
築
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

育
苗
ご
よ
み

2
0
2
5
年
土
づ
く
り
ご
よ
み

資
材
の
準
備

1
0
a当
り

種
子

消
毒

浸
種

（
６
～
７
日
）

は
種

出
芽

緑
化

硬
化

○
か
ん
水
は
１
日
１
～
２
回
程
度
、
土
の
乾
き
に
合
せ
て
行
う
　
○
夕
方
の
か
ん
水
は
徒
長
し
や
す
く
、
根
の
生
育
が
悪
く
な
る
の
で
行
わ
な
い

○
風
の
強
い
日
は
苗
が
傷
み
や
す
い
の
で
、
か
ん
水
を
十
分
に
行
う

＜
積
重
ね
出
芽
＞

出
芽
適
温
は
2
8
～
3
0
℃

○
１
㎝
程
度
芽
が
伸
び
た
ら
箱
を
広
げ
緑
化
作
業
を
行
う（
積
重
ね
3～
4日
後
）

○
十
分
に
か
ん
水
し
、
種
も
み
が
見
え
る
場
合
は
再
覆
土
す
る

○
寒
冷
紗
２
枚
で
は
２
～
４
日
、
寒
冷
紗
１
枚
で
は
４
～
６
日
程
度
行

う
○
緑
化
が
済
ん
だ
ら
寒
冷
紗
は
速
や
か
に
取
り
除
く

＜
太
陽
シ
ー
ト
使
用
例
＞

①
箱
下
は
、
排
水
を
確
保
し
、
な
る
べ
く
す
き
間
を
あ
け
な
い

②
必
ず
水
平
に
箱
を
置
く

③
太
陽
シ
ー
ト
を
か
け
た
後
、
取
り
除
く
ま
で
に
す
き
ま
風
が
入
る
と

覆
土
が
乾
燥
し
、
出
芽
遅
れ
、
根
上
り
の
原
因
と
な
る

④
苗
長
４
～
５
㎝
で
太
陽
シ
ー
ト
を
取
り
除
き
、
硬
化
作
業
に
移
る

（
目
安
は
、
元
気
つ
く
し
５
～
７
日
後
、
そ
の
他
６
～
８
日
後
）

⑤
太
陽
シ
ー
ト
は
３
年
で
更
新

○
出
芽
後
の
病
害
防
除

うまい米、選ばれる米づくりは、まず健苗育成から!

うまい米づくりは種子更新と土づくりから! !

【
今
こ
そ
、
見
直
し
ま
し
ょ
う
！
 土
づ
く
り
は
農
家
の
基
本
で
す
！
】

板
高
温
時
は
日
よ
け
す
る

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
（
色
つ
き
）

最
上
段
に
は
空
箱
を
置
く

（
積
み
重
ね
は
1
0
段
ま
で
）

（
R
6
.1
1
作
成
）

適
用
病
害
名

又
は
 使
用
目
的

苗
立
枯
病（
ピ
シ
ウ
ム
菌
）

ム
レ
苗
防
止

根
の
生
育
促
進

移
植
後
の
活
着
促
進

資
材
名

面
積

種
子
（
㎏
）

水
（
ℓ
）

テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
㎖
）

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
（
㎖
）

1
0
a

4

1
0

5
0

1
0

3
0
a1
1

3
0

1
5
0

3
0

5
0
a1
8

4
0

2
0
0

4
0

１
h
a3
5

8
0

4
0
0

8
0

2
0
箱8
04

5
0
箱2
0
0

1
0

1
0
0
箱

4
0
0

2
0

2
0
0
箱

8
0
0

4
0

培
土
（
㎏
）
１
箱
当
り
約
４
㎏

み
の
り
エ
ー
ス
（
2
0
㎏
）

月
別散布時期

稲刈り

土改良材散布①

土改良材散布②

9
1
0

1
0

1
1

2
3

ミ
ネ
ラ
ル
G

オ
イ
ス
タ
ー
ミ
ネ
ラ
ル

シ
リ
カ
サ
ポ
ー
ト
1
号

1
6
0
㎏
／
1
0
a

1
0
0
㎏
／
1
0
a

4
0
～
6
0
㎏
／
1
0
a

地
力
向
上
、
根
張
り
向
上

⇩
　
相
乗
効
果
に
よ
り

高
温
障
害
、
倒
伏
軽
減
に
期
待
が
で
き
る

は
種
後
1
5
日
頃
ま
で

５
～
７
g
／
箱

1
0
～
1
3
g
／
箱

田
植
前
日
～
３
日
前

育
苗
用
肥
料

４
・
４
・
４

植
付
本
数
　
３
～
４
本
　
　
植
付
株
数
　
1
8
株
／
㎡
　
　
坪
当
り
6
0
株

2
回
以
内

薬
剤
名

ナ
エ
フ
ァ
イ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル

育
苗
箱

1
箱
当
り

5
0
0
㎖

土
壌
灌
注

は
種
時

か
ら
緑
化

期
ま
で

使
用
量

使
用
方
法

1
0
0
0
～

2
0
0
0
倍

希
釈
倍
率

使
用
時
期
使
用
回
数

〈
太
陽
シ
ー
ト
1
7
0
㎝
巾
の
場
合
〉

横
並
べ

た
て
並
べ

横
並
べ

板
を
入
れ
て
傾
斜
を
つ
け

ベ
タ
が
け
と
す
る
。

箱
下
に
つ
つ
み
込
む
。

●
追
肥
例
　
色
落
ち
し
た
場
合
の
み
追
肥
す
る

【土
づ
く
り
目
標
】

①
麦
わ
ら
、
稲
わ
ら
は
焼
却
せ
ず
、
全
量
鋤
込
み

　
☆
稲
わ
ら
秋
耕
は
、
メ
タ
ン
低
減
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除
に
も
つ
な
が
り
ま
す

②
地
力
向
上
（
牛
ふ
ん
堆
肥
　
2
t／
1
0
a）

③
土
壌
改
良
材
を
施
用

④
作
土
深
1
5
㎝
以
上
を
確
保
1
～
3
年
を
目
標
に
段
階
的
に
深
く

【ケ
イ
酸
質
資
材
投
入
で
期
待
で
き
る
効
果
と
は
】

①
倒
伏
軽
減

②
病
害
虫
に
対
す
る
抵
抗
性
が
強
く
な
る

③
高
温
時
で
も
稲
体
が
健
全
に
生
育
す
る

④
根
の
酸
化
力
が
あ
が
り
根
張
り
が
よ
く
な
る

【Ｊ
Ａ
米
生
産
基
準
】

種
子
更
新
・
農
産
物
検
査
の
受
検
・
栽
培
履
歴
簿
記
帳
の
3
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
お
米
を
Ｊ
Ａ
米
と
し
て
扱
い
ま
す
。

①
肥
料
・
農
薬
生
産
資
材
は
原
則
と
し
て
、
こ
よ
み
・
資
材
の
注
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
材
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
適
期
適
量
施
肥
及
び
農
薬
の
適
正
使
用
と
飛
散
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
。

③
適
期
収
穫
に
努
め
、
米
袋
で
出
荷
す
る
場
合
は
表
示
が
正
し
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

④
栽
培
履
歴
に
記
入
漏
れ
や
間
違
い
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

⑤
Ｊ
Ａ
米
と
そ
れ
以
外
を
区
別
し
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
こ
と
。

※
散
布
時
期
は
、
①
1
0
月
～
1
1
月
散
布
と
②
2
月
～
3
月
散
布
ど
ち
ら
か
で
行
う
よ
う
に
す
る
。

注
）
散
布
後
、
す
ぐ
に
鋤
き
込
め
る
時
期
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
P
H
 
：
5
.5
～
6
.0

•
ケ
イ
酸
 ：
1
5
～
3
0
m
g
／
1
0
0
g

•
鉄
 

：
1
％
以
上

•
腐
植
 
：
3
％
以
上

●
田
植

0
.5
～
1
.0
㎜

正
し
い

ハ
ト
胸
状
態

1
0

1
2

1
3
㎝86420

稚
苗

水
稲
の
栽
培
記
録
簿
の
記
帳
を
　
　

！！

◎
1
0
a当
り
苗
1
8
～
2
0
箱
　
1
箱
当
り
催
芽
も
み
1
6
0
g
を
準
備
す
る

○
培
土
を
４
袋
準
備
す
る
　
床
土
３
袋
＋
か
け
土
１
袋
＝
2
0
箱
分

○
種
も
み
を
3
～
3
.5
㎏
準
備
す
る
　
種
子
更
新
1
0
0
％

○
種
子
消
毒
 （
目
安
）
 水
1
0
ℓ
　
テ
ク
リ
ー
ド
C
フ
ロ
ア
ブ
ル
5
0
㎖　
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
1
0
㎖

※
い
も
ち
病
が
多
い
場
合
は
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
1
0
g
　
　
★
種
も
み
が
薬
液
に
す
べ
て
浸
っ
て
い
る
の
を
確
認

《
1
0
ℓ
分
の
準
備
例
》
　
○
種
子
消
毒
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
特
に
赤
字
の
点
に
留
意
願
い
ま
す
。

①
水
1
0
ℓ
に
テ
ク
リ
ー
ド
C
フ
ロ
ア
ブ
ル
5
0
㎖（
よ
く
振
る
）と
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
1
0
㎖（
量
を
正
確
に
）を
よ
く
溶
か
し
、
薬
液
を
作
る

・
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル（
2
0
0
倍
）＋
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤（
1
0
0
0
倍
）

・
種
も
み
と
薬
液
の
容
量
比
は
１
：
１
以
上（
種
も
み
が
薬
液
に
す
べ
て
浸
っ
て
い
る
の
を
確
認
）

・
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
を
混
用
す
る
場
合
は
1
0
g
（
1
0
0
0
倍
）

②
種
も
み
を
消
毒
袋
へ
入
れ
る
　
※
種
も
み
は
、
網
袋
に
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
薬
液
に
2
4
時
間
浸
す
　
・
消
毒
袋
を
よ
く
ゆ
す
り
内
部
の
気
泡
を
除
く
　
※
２
４
時
間
浸
漬
中
、
２
～
３
回
混
ぜ
る
。

④
種
子
消
毒
後
は
水
洗
い
せ
ず
に
浸
種
に
移
る

○
水
か
え
は
毎
日
行
い
、
河
川
・
た
め
池
で
の
浸
種
は
し
な
い
　
○
浸
種
の
間
（
６
～
７
日
）
に
積
算
水
温
が
1
0
0
℃
に
な
る
よ
う
に
す
る

○
必
ず
芽
出
し（
催
芽
）を
行
う
〔
正
し
い
ハ
ト
胸
状
態
下
図
参
照
〕
　
○
水
温
1
0
℃
以
下
で
は
、
浸
種
を
行
わ
な
い

○
種
も
み
は
、
は
種
ム
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
水
切
り
す
る

○
は
種
時
に
ナ
エ
フ
ァ
イ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
1
0
0
0
倍
液
を
１
箱
当
り
5
0
0
㎖
か
け
る

○
覆
土
後
、
か
ん
水
は
原
則
と
し
て
し
な
い
が
、
覆
土
に
水
分
が
し
み
上
が
っ
て
こ
な
い
場
合
は
そ
の
部
分
の
み
か
ん
水
す
る

※
薬
液
の
量
が
少
な
い
と
、

効
果
が
劣
る
の
で
注
意
!

●
水
稲
種
子
消
毒
（
2
0
箱
／
1
0
ａ
目
安
）

●
育
苗
床
土
（
目
安
）

米
麦
大
豆
の
栽
培
管
理
情
報
が
届
き
ま
す
。

ＬＩＮ
Ｅ
の
お
友
達
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

資
材
名

施
用
量

特
　
徴

土
づ
く
り
目
標
値

※
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
土
壌
診
断
セ
ン

　
タ
ー
で
詳
し
く
分
析
で
き
ま
す
。

2
葉

2
.2
葉1
葉

（
完
全
葉
）

不
完
全
葉


